


























































































































































恋人 同性友人 母親 異性友人 父親
受動接触 6 一1 一2 一2 一6





















































































































































































































男性 48％ 30％ 11％
女性 61％ 17％ 20％
　「手」に限らず、男性と女性で身体への接触の
快不快を比較すると、ある重要な男女の差異の特
徴が見えてくる。表6を見ても分かるように、男
性は異性である恋人や異性の友人から手を触られ
ることをうれしいと感じるが、同性である男同士
から触られることは、あまり好まれていないよう
である。それに対して、女性は、最も手を触られ
て嬉しい相手は「恋人」だけであり、異性友人と
なると同性友人から触られることより、好まれて
ないようである。男性が恋人と異性友人を同じよ
うなものと認知しているようであるのに対して、
女性は、恋人と異性友人とをはっきりと区別して、
恋人には多くの身体接触を望むが異性友人には身
体接触を望まない傾向が非常に強いようである。
　もう一つの男女の違いの特徴は、異性関係にお
いて男性は「性的身体接触」に関心が高いが、女
性は「親密的身体接触」に関心が高いという点で
ある。性に対する態度を調べた結果を分析すると、
男性の方が女性より「性愛好的態度」および、「性
自由的態度」が高いのに対して、女性は男性より
「性嫌悪的態度」および「性保守的態度」の方向
に態度があるようである。男性が「性」へのこだ
わりが強く、女性が「愛」へのこだわりが強い傾
向は、男女の大きな特徴の違いである。
3－2　冒険的アプローチと保守的アプローチ
　アンケート質問項目の中の「自己開示」に関す
る項目を因子分析した結果、自己開示を知らない
相手や親しさがそれほど確定してない相手にする
という「冒険的自己開示」因子と、親密さの確定
した家族や同性友人などとか、長期的なつきあい
を前提にした恋人などの好きな相手に自己開示す
るという「保守的自己開示」因子とがあることが
分かった。
　また、身体的接触の仕方においても、親密さに
関係なく対人戦略的に親密接触をしたり、性的接
触をしたりする「冒険的身体接触」因子と、恋人
など長期的なつきあいの相手にのみ親密接触や性
的身体接触をゆるす「保守的身体接触」因子とが
あることが判明した。
　これらの因子得点を男女で比較してみると、男
性の方が女性より「冒険的自己開示」や「冒険的
身体接触」の傾向が有意に高いこと、それに対し
て女性は男性より「保守的自己開示」や「保守的
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身体接触」の傾向が有意に高いことが分析の結果
から分かった。
　女性は、相手との親密さに応じて、身体接触や
自己開示をする「保守的対人アプローチ」をする
のに対して、男性は、冒険的に短期的にでも気に
入った相手に身体接触や自己開示をして親密さを
確立しようとする「冒険的対人アプローチ」をす
る傾向が強いようである。こうした男女の対人ア
プローチの違いが、男女のつきあいにおいて、葛
藤やさまざまな問題を引き起こすのであろうと考
えられよう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT
　　The　purpose　of　this　research　is　looking　f（）r　the　interpersonal　laws　of　self－disclosure　and
body　touch　that　play　the　important　role　in　the　establishment　of　the　intimate　personal
relationship．　A　lot　of　research　of　se且f・disclosure　have　been　done，　but　the　little　of　the　research
of　body　touch　have　been　done　systematically　and　continuously　in　Japan．　Questionnaire
research　have　been　done　to　clarify　the　laws　and　the　relationships　between　the　targets　of　body
touch　and　the　body　touch　parts，　the　hedonic　relevance　of　the　body　touch，　the　relationship
between　the　self－disclosure　and　the　body　touch，　and　the　sex　difference　of　the　self－disclosure
and　body　touch　preference．　The　ana且ysis　of　three　studies　showed　that　there　are　strict　laws
between　the　targets　of　body　touch　and　the　parts　of　the　body　touch，　and　big　differences
between　men　and　women　in　terms　of　interpersonal　approaches．
Key　words：intimate　contact，　body　touch，　self－disclosure，　interpersonal　approach，
　　　　　　　　sex＿difference
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